資料　８

家庭内対策・指導ポイント
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①　家屋の耐震診断と補強
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　「古い木造住宅」は耐震診断・改修を行い地震等に強い家屋にしましょう。
②　ブロック塀の点検と改善

	　点　検

○門柱やブロック塀に、基礎の根入れや、鉄筋が入っているか

○塀の上に固定していないプランター等を置いていないか

　改　善

○門・塀の補強や柵や生け垣に取り替える

○プランターをおろすか、しっかり固定する
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宮城県沖地震や新潟県中越地震では、鉄筋の入っていないブロック塀や石積みが倒壊する被害や、通行人が被害にあっています。

また、避難路や緊急輸送路に面したブロック塀が倒壊した場合、避難が遅れたり、緊急車両や緊急輸送車両の通行の妨げにもなりますので、点検・改善を行いましょう。

③　ガラスの飛散防止

	　阪神・淡路大震災では、ガラスの飛散による負傷者が出ています。強化ガラス等に取り替えたり、ガラス飛散防止フィルムを貼ることで防止できる。

　また、素足では割れたガラスでケガをしますのでスリッパ等を身近な所に置いておく。
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④　家具類の転倒・落下防止

	○家具類のほか、電化製品の転倒・落下防止対策を！

○寝る場所は、家具類のない部屋に！

○２階などに重い家具は置かない！
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　（図：平成７年２月神戸市消防局調査）

⑤　出火防止

	出火防止対策

○日常的に消火器やバケツを用意しておく

○ガスストーブは耐震自動消火装置付きの物を

○ガスボンベは転倒しないよう固定する

○プロパンガスは、安全器具や安全装置付きガス機器で

○避難時には、通電や配線ショートによる出火防止のためブレーカーをおとす
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⑥　非常持ち出し品の準備

	○避難時にすぐに取り出せる場所に保管する

○家族の人数に合わせて用意する

○当面暮らせるだけの食料・飲料水・日用品・貴重品等を準備する

○常備薬やかかりつけ医、支援員を記載したもの
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⑦　食料・飲料水の備蓄

	○食料は、非常食３日分を含む７日分を、飲料水は３日分

○赤ちゃんや妊婦、体の不自由な方のいる家庭では、家族構成を考えてその人に必要な物や日用品を
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１）非常持ち出し品（例）　　

・携帯ラジオ　・懐中電灯　・ヘルメット、防災頭巾等　・ティッシュ、トイレットペーパー　・スプーン、箸、カップ　・下着、靴下　・タオル　・手袋　・毛布又は寝袋　・ビニール袋　　・筆記用具　・雨具　・ライター　・救急薬品、常備薬　・生理用品　・現金　・リュックサック　・保険証、免許証のコピー等

２）備蓄品（例）　　　　　　　

・飲料水（１日当たり１人３ℓを３日分）　・食料品７日分（うち調理不要の非常食を３日分）・衣類（夏・冬想定して）　・卓上コンロ（ボンベ）　・テント又はビニールシート　・ロープ・ガムテープ　・簡易トイレ

３）赤ちゃん用（例）　　　　　

・ミルク　・ほ乳ビン　・離乳食　・おむつ　・バスタオル又はベビー毛布　・清浄綿。ガーゼ又はハンカチ
４）妊婦の方（例）　　　　　　

・脱脂綿　・ガーゼ　・サラシ　・Ｔ字帯　・母子手帳　・新聞紙　・石鹸　等

５）高齢者・障害のある方（例）　　

・着替え・オムツ・障害者手帳　・補助具等の予備・薬・かかりつけ医、支援員等連絡先　等
⑧　家庭内の役割分担

	　家庭内での話し合い・確認事項

①地震が起こった時の身の守り方

②家族がバラバラに離れている時に災害が発生した場合の行動・連絡方法

③避難場所とそこへ行く道順

④火の始末、非常持ち出し品など災害時における家庭での役割分担

⑤応急手当の仕方
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　いざというとき、落ち着いて適切な行動が取れるよう、家庭内で役割を決めておくことも大切です。

　日ごろの防災対策や突然地震が発生した時に、誰が何をするのか、家族がバラバラに離れた場合の連絡方法、集合場所等をあらかじめ話し合って決めておくようにしましょう。

　　
資料　９

　在宅要援護者の家庭内対策
	安　　全　　な　　空　　間　　の　　確　　保

	【共通】

①　家具が倒れないよう固定する

②　重いものは、押し入れやタンスに入れる

③　置物などは高いところには置かない

④　ガラスが割れて床に散らばった時のためにスリッパなどを身近に置く

⑤　避難しやすいように、寝室から玄関までの間には物をできるだけ置かないようにし、脱出ルートを確保しておく。

⑥　壁に筋交いを入れ、倒壊しないように補強する。

	【視覚障害】

①　ラジオがすぐに利用できるよう身近に置いておく

	【聴覚障害】

①　補聴器を枕元に置く

②　テレビ等のスイッチがすぐ入れられるようにしておく

③　ファックスを設置しておく

	【肢体不自由】

①　居住スペースは、できれば堅牢な建物の１階を選ぶ

②　車いすが通れる幅を常に確保しておく

③　車いすが倒壊した家具の下敷きにならないように、安全な場所に置く

④　車いすが使用不能になった時のため、それに代わる杖などを用意しておく


	備　蓄　と　非　常　時　用　持　ち　出　し　品

	【共通】

①　乾パンなどの食料品、飲料水　　　　②　懐中電灯

③　携帯ラジオまたはテレビ　　　　　　④　乾電池

⑤　身の回り品（下着などの衣類、タオル、必要に応じておむつ、生理用品など）

⑥　救急セット　　　　　　　　　　　　⑦　常備薬

⑧　現金　　　　　　　　　　　　　　　⑨　雨具

⑩　「緊急連絡カード」（住所、氏名、緊急時の連絡先、かかりつけの医療機関、常備薬などを記載したもの）

⑪　非常用ベル（緊急通報装置）

	【視覚障害】

①　白杖　　　　　　　　　　　　　　　　　②　糖尿病、緑内障のある人は常備薬

	【聴覚障害】

①　補聴器と専用電池　　　　　　　　　　　②　文字放送つき携帯ラジオ

	【脊髄損傷】

①　携帯用トイレ

	【脳性まひ】

①　携帯用トイレ　　　　　　　　　　　　　②　食事セット

	【内部障害】

①　ストマ用具　　　　　　　　　　　　　　②　浣腸セット

【知的障害】

①　常備薬と処方箋　　　　　　　

②　身の回りの品や食べ物（こだわりを持っている場合は、それを考慮する）

【精神障害】

①　緊急連絡カード（かかりつけの医療機関名、薬の種類を忘れずに記載しておく）


	　　　避　　難　　場　　所　　の　　確　　保

	【共通】

①　平常時に自分の住む地域の指定された、第1次避難場所は○○、第2次避難場所は
○○です。

②　平常時に避難場所を確認し、実際に歩いて行ってみる。


	　　　情　　報　　の　　確　　保

	【共通】

○日頃から入手しておく情報

①　町の広報や福祉団体からの機関誌等によって、どこに連絡すればどのような情報が得られるか確認しておく。

②　必要な連絡先は、災害時に紛失しないように壁に張ったり、ノートに整理しておく。

③　障害者団体に加入するなど障害のある人どうしのコミュニケーションネットワークを作っておく。

· 障害のある人自身からのアピールのために

①　緊急時に、知らせてもらえる人（安否を確認してくれる人）を確保しておく。

②　町の福祉関係、かかりつけの医療機関、保健所等の相談窓口への連絡方法承知しておく。

③　障害者関係団体との連絡体制を確保しておく。

④　助けを求める方法を承知しておく。

	【視覚障害】

①　携帯ラジオを常に携帯しておく。

②　まわりの状況を知らせてくれる人を確保しておく。

	【聴覚障害】

①　警察、消防、病院、行政、障害者団体との連絡に必要なファックス番号を確認しておく。

②　救護のサインを練習しておく。

③　手話通訳のできる人を確保しておく。

	【肢体不自由】

①　緊急時の介護者を確保しておく。

	【内部障害】

①　かかりつけの医療機関、常用している薬品名を確認しておく。

②　人工透析を行っている場合、かかりつけ以外の医療機関への連絡方法を確保しておく。

③　ストマ装置のメーカー、販売店の連絡先を承知しておく。家族にも同様の連絡先を知らせておく。また、処理方法も家族に教えておく。

	【知的障害】

①　パニックになって飛び出し、迷子になった場合に連絡してもらえるよう、名札をもっておく。

	【精神障害】

①　かかりつけの医療機関、常用している薬品名を確認しておく。

②　保健所や作業所等の連絡先を承知しておく。


	　　　近隣・地域社会とのつながりを強める

	【共通】

①　近隣の人々に「障害のある人」であることを理解してもらい、社会の一員として受け入れてもらう。

②　地域活動へ積極的に参加する。

　・区の行事に参加する。

　・自主防災組織が行う防災訓練に積極的に参加する。

　・地域の社会福祉協議会やボランティア団体と交流し、顔見知りとなっておく。

　・地域の障害のある人を担当する相談員を知っておく。

	【聴覚障害】

①　情報に不自由し、行動にも不自由することを理解してもらう。

②　周囲の環境が変化すると、一人では行動できなくなることを理解してもらう。

	【聴覚障害】

①　口話、手話、筆談でコミュニケーションができることを理解してもらう。

	【重度心身障害】

①　できれば、本人と関係を持っている医療機関、福祉機関を知ってもらう。

	【知的障害】

①　精神的に不安になる場合があることを理解してもらう。

②　他人への配慮が得意ではないことを理解してもらう。

③　特定のものにこだわりをもつ場合があることを理解してもらう。

	【精神障害】

①　必要な場合には、保健所、福祉事務所、医療機関などの通常本人と接触しているスタッ　　　　　フに連絡をとってもらう。
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